
 

 

 

 

 

あいさつウィークを行いました！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、いつでも、どこでも、誰にでも、自分に合った方法で挨拶ができる

『挨拶力』を高めることを目指しています。昨年度まで挨拶コンクールとして行っ

ていた取り組みを、今年度は『あいさつウィーク』と名称を変えて、学部ごとに期

間と目標を定めて行いました。  

各学部の日程や方法などの取り組みを紹介します。 

 

No.６                                   令和７年１２月1２日 

進路だより  

                                               福岡県立築城特別支援学校 進路指導課 

【知的中学部】期間：１０月6日（月）～１０月１０日（金） 

〇生徒には日時を告知せずに実施しました。 

ついきモデルを意識できているかを5つの 

チェックポイントで確認し、担任が評価しまし 

た。チェック項目は右の評価表を基本に、生 

徒の実態に合わせて変更しました。後日、担 

任と生徒でフィードバックを行うと、その後、 

『感じの良い挨拶』を意識する姿が見られました。 

【知的小学部】 期間：９月１６日（火）～１０月１０日（金） 

○合言葉を決めて挨拶に取り組みました。 

『①自分から ②相手見て ③姿勢を整え ④挨拶です』 

を合言葉に、学年間交流として、行いました。 

他学年の児童とグループになり、１人１枚の 

「あいさつカード」を持って、校内を回りました。 

廊下で会った先生や友達、先輩に挨拶を行い、挨 

拶ができたら、シールを貼ってもらいました。シール 

の目標個数を個人に合わせて決めると、たくさん 

シールを集めたいと、合言葉をリズムよく口ずさみ 

ながら自分から挨拶を頑張る姿が多く見られました。 

 

〈あいさつカード〉 

〈評価表〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【肢体小学部】 期間：９月２９日（月）～１０月３日（金） 

〇Ａ・Ｂ類型  目標：気持ちの良い挨拶をすすんでできるようにしよう。  

・気持ちの良い挨拶のポイントについて話し合ったり、挨拶 

場面の動画を撮って帰りの会で振り返りをしたりしました。 

〇Ｃ類型  目標：挨拶をしていろいろな人と関わろう。 

・それぞれの目指す姿や具体的な評価基準を決めて、取り 

組みました。「目を合わせて声を出す」「口を動かす」など、 

自分に合った目標を立てて頑張りました。 

 

【肢体高等部】 期間：９月３日（水）～９月９日（火） 

〇個別に目標を決めて取り組みました。毎日帰り 

の会で、目標に対する振り返りをしました。また、 

「あいさつウィーク」終了後に、学部全体でそれぞ 

れの成果と課題について発表をしたことにより、 

あいさつウィークが終わった後もそれぞれの課題

を意識しながら、学部全体で挨拶する活動に取り組むことができています。 

  

【肢体中学部】期間：９月８日（月）～９月１２日（金） 

〇目標：自分なりの方法で、感じの良い挨拶ができる。 

・「タッチする」「挨拶された人の方を向く」等、自分に合った方法で挨拶をしました。関わ

りの多い先生や友達に挨拶できる人は「普段は関わりが少ない人」にも挨拶をすること 

を意識して、取り組みました。あいさつウィークをきっ 

かけに、自分なりの方法で挨拶する姿が多く見られ 

るようになりました。中学部以外の先生にも「いい 

挨拶だね」と声を掛けてもらう機会が増えました。 

 

【知的高等部】期間：９月８日（月）～９月１２日（金） 

○ついきモデルの「感じの良い人」や「あいさつの 

ポイント」などの評価項目に沿って、教員が評価 

し、挨拶ができた生徒にはシールを渡しました。 

各教室の表に貼り、一人当たりのシール数が多いク 

ラスや個人を表彰しました。 

 あいさつウィーク後の実習や学校生活の中 

でも感じの良い挨拶を意識することができています。 
 

 

  

〈評価表〉 


